




























































































(2) a. Naomi likes Ken. 





































(5) a. αと日を文、 γを「αand/3」とするとき、 γが真となるのは、 αと日がともに真
のとき、そしてそのときに限る。．























































(7) Gを空でない集合とし、 Gにおいて 2項演算「・ jが与えられていて、次の 3つの条
件を満たすとき、 Gを群とし、う。
(GI）任意の a,b, cEGに対し、 a・（b・c)=(a・b）・ c
(G2) eεGが存在して、任意の aEGに対し、 e・ a=a ・ e=a 
(G3）任意のaεGに対し、 aに対応した元xEGが存在し、 a・x=x・a=e
（桂（2004)pp. 1,2.各条件の名称など、一部を省略した。）




































































{3 2，…，{3 n) Jにおいてn=lとした特殊ケースであり、 2項演算「α・{3Jのような人間
の演算処理におけるいわば特権的な基本演算としての地位を認めることは難しいことが分
かる。そしてこのことは、統語論におけるMergeの操作とその結果としての統語構造の
binary branchingを二つの要素α、日に対する最も基本的な操作であるという観点から根
拠づけることは難しいととをも示唆している。
4. おわりに
以上、戸田山（2015）に照らして、近年の科学哲学において提唱されている「科学理論の
意味論的捉え方Jの考え方の妥当性に対して生成文法と形式意味論を中心とする理論言語
学が好個の傍証となっていることを改めて論じ、後半部においては、人間の演算操作の基
本としては2項演算「α・{3Jが最も基本的な演算であり、統語論における Mergeはむし
ろ関数一項の構造として捉えられ、必ずしも最も基本的な演算のパターンとは言えないこ
とを示唆した。
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